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施策の柱３ 地域と歩む持続可能な教育の実現 

 

 

 

 

【施策の方向性】 

○ 児童生徒等が災害や事故、犯罪等から身を守ることができるよう、自ら危険を予測して回避するため

の知識や行動を身に付けるなど危機対応能力、規範意識、社会貢献できる態度を育成するため、学校や

家庭、地域、関係機関との連携により効果的な防災教育、交通安全教育、防犯教育の充実を図ります。 

 

○ 児童生徒等が安心して学校生活を送れるよう、学校・教育委員会が、警察、消防、市町村の防災担当 

部局等の関係機関と連携し、「危機管理マニュアル」等に基づいた校内や登下校時の安全確保に向けた 

取組を促進します。 

 

○ 道内において地震等による大規模災害が発生し、学校が被災した時に備え、被災した学校が早期に再

開が可能になるよう、支援活動等に進んで協力する体制の構築と支援に努めます。 

 

○ 地震による人的・物的損害の発生防止のため、学校施設の耐震化や長寿命化改修による老朽化対策の

ほか、地域の避難所として全ての方が安心して利用できるようバリアフリー化等を促進します。 

 

 

【主な取組】 

○ 体験を重視した効果的な交通安全教育と防犯教育の推進 

 ・ 幼児期からの発達段階に応じた交通ルールや自転車の乗車等安全に関する知識・技能を身に付けさ

せるための体験型交通安全教育の実施 

・ 性被害対策を含めた不審者対応訓練など、警察や関係団体等と連携した防犯教室・防犯訓練の実施 

 

○ 家庭や地域とともに学ぶ体験的な防災教育の推進 

 ・ 幼児教育施設や学校において、家庭や地域、防災関係機関との連携による避難所設営体験や非常食

調理などの体験活動を核とする「１日防災学校*」の拡充 

・ 児童生徒が主体的に防災・減災について考える活動を通して防災意識の向上や学校、家庭、地域へ

の啓発活動を行う「防災サミット*」などの取組の推進 

 

○ 安全確保や災害対応体制の確立 

 ・ 学校施設・設備の安全点検や対策の強化、「学校安全計画」、「危機管理マニュアル」の新たな危機へ

の対応と PDCA サイクルによるこれまでの取組の見直しを通じた安全体制の構築 

 ・ 学校・市町村教育委員会と道路管理者、地元警察署等による合同点検の実施など「通学路交通安全

プログラム*」等に基づく効果的な取組の推進 
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○ 被災地域の学校への支援に向けた体制の構築 

 ・ 学校に避難所が開設されたときの運営方法に関する教員研 

修の充実 

・ 学校が被災した際の早期学校再開に関する教員研修の充実 

 ・ 被災した児童生徒の心のケアに関する教員研修の充実 

 ・ 研修を通じた人材育成による被災地域の学校への支援体制 

の構築 

 

○ 公立学校施設の長寿命化や耐震化・新しい時代の学びを実現 

する学校施設等の促進 

 ・ 学校施設の長寿命化、耐震化、バリアフリー化等の促進に 

向けた市町村への情報提供、要請 

 ・ 支援の充実と地方負担を軽減する財源措置を国に要望 

 

 

 

 

【推進指標】 

指 標 現状値(R4) 目標値(R9) 

防犯教室及び防犯訓練の両方を実施している学校の割

合 
調整中 100％ 

児童生徒自らが積極的に学ぶ交通安全教育を行ってい

る学校の割合 
調整中 調整中 

地震に加え、地域の実態を踏まえた自然災害に応じた、

避難（防災）訓練を実施している学校の割合 
調整中 100％ 

地域と連携した「１日防災学校」を実施している市町村

の割合（札幌市を除く） 
84.3％ 100％ 

公立小・中学校の耐震化率 98.7％ 100％ 

  

 

 

 

 

●１日防災学校 

  北海道教育委員会、北海道、市町村防災担当部局、消防等の関係機関との連携により、学校において体験型やロールプレイ型の指導方法により実施する防災に関す

る授業。 

●防災サミット 

  「自らの命を守り抜くために」「地域防災力の向上のために」「防災意識を高めるために」を柱として、防災・減災について考え、意識を高める取組。 

●通学路交通安全プログラム 

  各市町村が通学路の安全確保を図るため、警察・教育委員会・学校・道路管理者など関係機関が連携した定期的な通学路の点検や安全確保対策を取りまとめたもの。 

 関連する主な SDGs の目標 

・オンラインを活用した安全教育や防災教育の推進 

・オンラインシステムを活用した被災地域の学校の支援に向けた研修の充実 

・「通学路交通安全プログラム」等安全確保の取組の Web ページへの掲載 

 施 設 課 

担当課 HP 

高校生防災宣言(抜粋)  
○ 災害時に自らの命を守り抜くために、 

・私たちは、周りの高校の取り組みを知るために高校生

同士で共有、自発的に発信することができるネットワ

ークを作り、自分の命を守り抜くために行動します。 

・私たちは、一人一人が自らの命を守るためにクイズや

学校の授業、防災小説などのイベントを通して楽しく

防災について知る機会を作り、災害に対しての備えに

取り組みます。 

○ 地域防災力の向上のために、 

・私たち高校生は、様々な世代間の架け橋になり、周辺 

地域に広報などの防災活動を積極的に行います。 

・私たち高校生は、他地域と情報や知識の交流をし、相 

互的に反映しあうことで全道レベルでの防災力向上に 

努めます。 

○ 私たち一人一人の防災意識を高めるために、 

・私たちは、生徒主体の取り組みを通じて、地域の特色 

に合わせ、よりリアルで身近に感じられる防災活動を 

自主的に行います。 

・私たちは、コロナ禍においても、動画やパンフレット 

等を用いて地域・行政と連携し、学校の外へも防災の 

輪を広げていきます。 

（令和４年 11 月 北海道高校生防災サミット） 

 


